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終 戦 と「 奈 良 プ ラ ン」 の 樹 立
The Developement  of “Nara Curriculum Ｐｌａｎ” near the End of The World War II
はじめに
筆者は，第二次世界大戦中の昭和18年(1943) に，
25歳で，県立小倉師範学校附属国民学校訓導から，官
立奈良女子高等師範学校（現奈良女子大学）附属国民
学校訓導となった。そして，２年後，昭和20年(1945)
に終戦を迎えた。
その後は，戦後の新教育，特にその中心的教科であっ
た，新設社会科の実践的研究に取り組んで今日に至っ
ている。
筆者の教育生活は，昭和12年(1937) に始まったの
で，今日で53年間の勤続となったが，そのうち，社会
科とつきあったのは，社会科の創設以来であり，43年
間に及ぶ。
本論では，社会科創設 のころに限って，筆者の教育
の事実を述ぺ，「奈良附小」の民主化教育，社会科教
育の発展に果たした役割を明らかにする。
Ｉ　 終戦と「奈良」の復活
筆者は，27歳の時終戦を迎えた。当時はi 栄養失調
に陥っていたので，終戦の放送を病床で聞いた。心身
共に虚脱の状態となってしまったが，生駒山に，電灯
の光がぼつぼっ とともり出すのを見て，空襲のない平
和な日がおとずれたことに希望を抱いた。
しかし，占領に対する危機感は強かった。生活も苦
しかった。次に，「略史」（注1） によって，戦後数年
の学校の動きを記してみる。
昭和20年－……緒方教官が応召した（6 ・11）。教
官が水田耕作を始めた。終戦の勅語が発せられ，緊急
教官会議を開いた（8 ・15）。終戦の勅語奉読式後春
日神社参拝（8 ・16）。坂井女高師校長離任（11 ・ 26）。
内藤卯三郎校長就任（12 ・Ｈ）。陸軍整備学校分校
跡に給食用地として，７段 ５畝，教官農場として２段
５畝を開懇して耕作した（12月）。終戦より，校内外
の整備，片付けを行なって，新教育の体制を整えた。
新教育 の研究を座談会の形で始めるとともに，合理的
生活指導，学級 ，学校図書の整備充実 ，学習指導 のあ
り方などについて，校内研究会を数多く重ねた。
昭和21 年一校内整備につとめ，修身，国史，地理の
教科書回収，図書，掛図等を処分した（1 ・16～17）。
－
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文部省図書局よる教科書改訂についての諮問を受け答
申した（３・１）。児童の自治的相談会 匚談話会」が
生まれた（２月）。アメリカの教育使節団が来校，授
業を視察した（3 ・17）。文部省より監修官多数来校，
懇談した（5 ・29）。陸軍整備学校分校跡の農場が進
駐軍用地として回収された。学習歌「伸びて行く」 の
新楽譜を発表した（6 ・24）。終戦直後の教育のあり
方や，学習の実際をとりまとめて『わが校の教育』を
作成した。後援会組織を改正した。機関誌『学習研究』
を復刊した（７月）。６年女子が，「討議法」 の実演
に京都や滋賀に出張した（８・９月）。「自由学習時
間」を特設した（９・９）。希望者を集め，英語学習
を課外に実施した。奈良軍政府教育課長ベーカー大尉
が来校，視察した（9 ・19）。奈良軍政府主催「新教
育研究会」に６年女子がモデル学習を発表した（10・
30）。第１回新教育研究発表会を開いた（ｎ ・４～６）
一新日本の教育の諸問題，教育の民主化，教育方法の
改造外四部に分かれ，参加者2200 名－。６年女子が，
五条 ，吉野 ，大淀方面ヘモデル学習 の実演 に行 った
（11 ・ 22）ｏ 「自由研究日」を設定した（ｎ ・30）。
本年の主な来校者，文部省図書監修官豊田武氏，柴沼
文部省体育局長。参観者激増し, 8100 名に上った。
昭和22年一男女共学を実施した（２・１）。学級名
を月組，星組と決定した（２・７）。ｃＩＥより近畿
実験学校に指定されたｏ 「自由研究」を特設した－12
のクラブ組織とし，３年以上を希望によって所属させ，
１学期単位で交替させた（４月）。近畿実験学校 ，奈
良県実験学校協議会を開いた一学級経営民主化，教育
環境の整備運営，社会教育，地域中心教育，健康教育，
教授方法，個性調査及成績考査，社会科並びに自由研
究の指導法について研究協議した（5 ・29～30）。小
毎主催で，和歌山師付小と，阿倍野小児童が来校，座
談会をした。文部省主催新教育研究協議会々場となっ
た（７・１～３）。武田主事の離任式を行なった（7 ・
19）。奈良教育を出張発表した一岐阜，三重 ，京都，
大阪，愛媛 ，岡山，福岡，島根，山口，石川 ，奈良方
面（８月）。週４回の給食制を実施した。近畿附属連
盟に加盟した（９月）ｏ 文部省，奈良県教育研究所主
催，近畿教育協議会の会場となった（10 ・ 23～25）。
7 －
研究発表会を開いた一主題 厂学習指導の方向」一総合
観に立つ学習指導小笠原訓導，生活創造をめざす国
語指導今井訓導など（ｎ ・8 ～10 ）。文部省主催教
科書協議会会場となり授業を公開した（11 ・ 19～20）。
重松鷹 泰主 事が着任した （12 ・ 27）。 参観 者 は，
10100 名 に 達 し た。
以上 は，重松鷹泰主事着任（昭和22年末）までの学
校の動向である。
戦後の「奈良附小」では，魚が水を得たように，戦
前の 厂奈良の自由教育」が蘇った。ここにいう「戦前
の『奈良 の自由教育』については，木下竹次著『学習
原論（注勺 ，『学習各論（注3）』，学校の学習研究会機
関誌「学習研究（注4）』などで明らかであるし，筆者も
『合科教育の開拓（゛5!），『学習法の源流一木下竹次
の学校経営（注6）』著によって発表しているが，大正 ８
年(1919) 以来，「東の千葉
(注 ７)
，西 の奈良」と言わ
れたりして， 匚日本の自由教育のメッカ」とされた。
日本教育史に，すでに記す通りである。
匚奈良」が「合科学習」を始めたのは，大正 ９年
(1920) である。清水甚吾が１年生の１，２学期だけ
試行した。本格実施は翌年４月からになるが，その１
年生を担任した河野伊三郎の 匚合科学習実践記録 歟り」
には，すでに戦後の社会科の前史になるものがあったO
1 年生を奈良西郊旧大仏停車場附近 の高台に連れ出
すＯ農耕が行われているから，農作物について継続観
察もさせる。麦の発芽 ，生長，中耕，出穂 ，結実，収
穫や，蚕豆，苗代田，牛や馬，春の草花などにふれる。
ただ彼の合科は， 厂……春の草花などについて理科の
観察も十分出来れば，これらを国語に算術に図画に学
習することも出来る」としている点で，木下の 厂合科」
（今日的には 厂総合））というより，いわゆる，教科
の目からの 厂合科」である色彩が強い。しかし，「国
語を」でなく 厂国語に」というように記している点か
ら救われるＯ彼の「合科論」で は，「一間の長さを授
与するために教鞭物として建物を利用するのではなく，
校地校舎の環境を学習化するのであるから，環境利用
の方法が異なる」と述べたりはしているＯ －－ 「合科
論」は，これにとどめて，同論文 の彼の記録をさらに
検討してみよう。ここに社会科の前史がみえる。
……停車場を学習した。僅か１時間か，駈け足で
一寸行って見るだけのことでなく，停車場の諸規定
交通等の妨害をせざる範囲に於て，汽車の発着の有
様から倉庫貨物等に至るまで熟々見学する。
発車前に於ける乗車券を買ってゐる有様，改札口
の整列から乗車するまでのプラットホームその他駅
夫，役員売子等について直覚し学習するのである。
かくすることによって，停車場の制度も或程度ま
-
で了解されて，混雑を避くることについての注意乗
車の心得を知り得る。手荷物のある人を助け，幼者
老人をかばふ有様を見て公徳といふ徳目こそ知らな
いが，その徳目の内容は真に理解することが出来て，
口先注入による教室内の説諭的修身教授よりも，十
分に感得せしめて，個人及国民の向上といふことを
自啻自覚することになる。貨車が着いた荷物を下す，
それを見ると，「先生 ，あの荷物は何処に持って行
くのですか。」「見に行きませう。」そこで連れ立つ
て見に行くと荷物は倉庫に入れる。ここから運送店
に送り荷主へ届けるのだなどといふことが分ると，
鉄道省が荷札を堅く規定したことが理解されるから
……すると嘗て見学した市中での学習事項との結合
も出来て社会の秩序組織が有機的に合理的に了解さ
れる。
私が，昭和18年に奈良に赴任したとき，木下主事は
退官（昭和15年12 月27 日）し，武田一郎主事の時代で
あったが，木下主事と共に，20年に近い実践研究をす
すめた，60歳に近い清水甚吾，河野伊三郎 ，鶴居滋一，
池内房吉の４氏は在任していたし，中年では小笠原ミ
ち雄氏，若年では，白井勇，増田勲 ，緒方明吉 の諸氏
が在任していた。 25歳の筆者は，これ等の諸氏と並ん
で学級経営をしたが，清水教頭を中心とする老先輩に
は，木下教育 の真髄に近いものを学ぶことができたと
思う。
終戦直前に，清水 ，河野，鶴居の老先輩 は退官，白
井，緒方氏も転じ ，戦後は，池内氏が中心になって復
興することになる。小笠原氏や増田氏が 厂合科学習」
の研究授業 もした。
終戦から半年後に米国教育使節団が来校し，筆者の
授業も見た。（昭和21年３月17 日）Ｏ
n　 長岡の新教育実践
前記「略史」中の６年女子 の活動は筆者の学級の実
践であり，活動が目立つ。これは，筆者の学級が，時
代の焦点におかれたためであった。即ち，筆者の学級
は，初等科５年女子組の夏に終戦を迎えた。学校の最
上級生となる来年をめざして，学級 ，学校をよくする
活動を自主的に展開した。
筆者は，まず，学級の運営を思い切り児童にまかせ，
自発的創造を開始させた。児童は学習のし方，朝の会
や帰りの会を工夫し，ディスカッションも上手になっ
た。この活動は，来年の学級運営を目標にして５年男
子組に呼びかけ，協力して「学校をよくする会」をつ
くり出した。そして武田主事に，この会の名づけをお
願いし「談話会」と名づけてもらった。建設的な話し
合いを大切にすることから，「討論」を避けた。筆者
８　－
は，この間の児童の自治的もり上がりをたのもしく思
い，「自治会の指導（i119tlに著わした。戦後の教育に
おいてＣＩＥが日本の民主化において重視したのは，
団体での会の持ち方，ディスカッションのし方であっ
た。「連合軍総司令部民間情報教育部（注, CIE)
編纂『団体の民主化とは』社会教育連合会」 ，昭和21
年８月27 日，社会教育連合会刊なども配布された。
筆者の学級の児童はディスカッションが格別上手に
なった。武田主事はその著「新教育講話（注jo）』の「ディ
スカッションはどうして育てるか」項で次のように記
された。
一 自然 に育て る(Ill ページ）
ディスカッションが大切だといわれるところから，
ともすると，その訓練を急ぎ過ぎる傾向がないでも
ありません。そうでなく，ディスカッションは，自
然にのびやかに育てた’いものです。私どもの学校に
いる長岡教官が「風呂にはいっていると，いつの間
にかうたを歌い出すが，ディスカッションもそのよ
うな気持ちで自然にさせたい。」と言ったことがあ
ります。なかなか面白いたとえだと思います。
ＣＩＥが，筆者の学級のディスカッションに着目し
て，これを新教育講習に引き出すようになった。学級
児童を引率して実演をしてまわった。大阪樟陰女専，
同志社大学，滋賀県庁，奈良県各地などで実演し，講
話をした。児童は，壇上から聴講の教師に，「‾私たち
に話し合って欲しい問題を出してください」と呼びか
け，出題してもらった問題のなかから一つを選んで討
議した。（注
ｍ
次に掲げるのは，滋賀県の戦後教育民主化講習会の
あり方と厂筆者学級の出番についてである。手元に，
講習のテキストと，その様子を撮影した写真を保存し
ている。終戦17 か月後 の講習テキストを紹介する。
＜表紙＞
『滋賀県民主教育協議会』
主催　滋賀県　 滋賀師範学校
協賛　 滋賀軍政府民間情報教育課
昭和22年２月 ５日～２月 ８日
大津市・県議会議事堂に於て
○　民主教育協議会テキスト目次
＜ ２月５日＞
・歓迎の辞 ― 滋賀軍政部　 パーソン中佐
・開会 の挨拶 一 知事　 柴野和喜夫氏
一新日本に於ける教育 の目標 －, 第一軍団民 間教
育情報部　 アンダーソン氏
・我 らの目標 厂世界国家 に於ける民主 日本」一 同
・教育と民主主義 一 一柳米来留氏
・体育に就て 一 八 幡YMCA　 山田卓雄氏
-
＜２月６日＞
・学級の民主的組織と経営 － マ司令部教育部
ヘファナン博士
・教育心理学 一 大阪軍政部　 パーカー氏
・現代教育教授の秘訣 － ヘフ ァナン博士
・社会と学校 一 滋賀軍政部　 ジョージ川口氏
＜２月 ７日＞
・男女共学とその利益 一 滋賀軍政部　ウイヂイ
夫人
・討議法とその実演 一 奈良女高師教官　 武田一
郎 ，同教官　長岡文雄（注 ，武田一郎は附小主
事）
。・父兄と教師との関係 一 京都軍団学校　 デヴィ
ズ大尉
・教師 の継継的教育 － ヘフアナン博士
＜２月８日＞
・課外活動について 一 大 阪軍政部　 トウェイ嬢
・「変革」のための変革 一 滋賀軍政部　 マート
ン氏
この目次で，協議会の主題は，県や師範学校となっ
ていても，実体は軍政府にあったことがよくわかる。
講師に２世の人もあったようだった。ヘファナンは格
別に学者であった。筆者等は数少ない日本人講師であっ
た。
付言すると，滋賀県軍政部の教員適格資格審査は近
畿で特に厳しかった。長浜小学校長が，教諭に格下げ
になったりした。
この協議会のテキストには，筆者 もレジュメを記し
ている。標題は『自主的学級経営の建設』である。内
容の一部を掲げてみる。
……２，私が学級経営で祈ってきたこと ー ①
家庭的温かさ　②表裏のない生活　 ③教師の権威
④子供に信頼してまかせる　 ⑤学習即遊戯　 ３．私
が終戦から歩いた道 － ①自由に声 の出る雰 囲気
をつく，る　 ②教室の管理を子供にまかせる　 ③朝の
会，帰りの会が生まれる　④物的面の合理化から精
神面 の障害除去へ　 ⑤学級日誌が生まれる　 ⑥談話
会が生まれる　⑦意見箱が各種生まれる　⑧討議会
の進展 － イ自然に声を出すことから言 う必要の
自覚と積極的意識的に言おうとする態度確立ヘ　 ロ
消極的意見から実践力をもつ意見ヘ　 ハ全員発言を
めざし子供等は協力して工夫する　 二発表態度と聞
く態度の向上ヘ　 ホ司会者としての技術を みがく
へ記録のとりかたを工夫する　 卜時間係をつくる
⑨学習全面に自然に討議法がにじみこむ　 ⑩学習係
の全面的自主活動により授業は係の司会で行われる
ようになる。……
９ －
このようなモデル学習に出場した筆者の学級の児童
は，朝日新聞社から依頼されて，「子ども新聞」を編
集して発表もした。
昭和21年10 月１日発行（朝日『子ども朝日』10月
１日号，『週刊小国民』改題記念増大号　朝日新聞
社発行）
pp.33 ～34 『子ども新聞』一 編集　 奈良女子高
等師範附属国民学校６年女子組「子ども朝日」クルー
プ　編集係　吉岡美佐子　 丸山さよ子　 山田瑠璃子
徳田祥子　杉田宙子 ’飯田京子
「内容」については，項目だけ示してみる。　厂①私
たちの『夏休み』学習一計画どほりにできたか　 ②お
かあさん達と笠置行一楽しかった校外学習一母の会
③大阪と京都の『討論会－ジスカッションに出席して』
④その他一和歌・俳句・一口話・習字作品・藤岡さん・
長岡先生・奈良だより」
このなかで，京都同志社大学に出場した様子を次の
ように記している。
（８月20 日）　 先生と京都の同志社に行った。進
駐軍に関係があるので，奈良駅から教育係のベーカー
大尉さんが電車を用意して下さった。電車を貸切に
して下さったのは有難かったが，外の乗客の方がす
し詰になられてゐるのを見ると，すまない気持がし
た。先生がベーカーさんに話して半分だけ一般の人
を入れてもらはれ，いくらかホッとした。……同志
社の会場につくと，ステージに大きな兵隊さんが女
の通訳さんと一しょに500 人位の先生方に話をして
ゐられた。大阪の時と同じやうに会員の方から問題
を出していただいた。会員 の方から５つ程問題が出
たが，話し合いで，「楽しい工夫した勉強」につい
てやることにした。意見がすぐ飛び出した。「討論」
「朝の会」「終りの会」「教科書」「時間割」「母
の会」などが中心になり２学期の希望も出た。
児童は，このように積極的創造的に学習したが，
厂笠置校外学習」では，さらに，次のような総合的学
習を展開する力を発揮した。
学芸発表「笠置行」の記録「゛
」2｀
1　 発表までの経過
（１）事前の研究と計画一２週間も前から各自研究
問題を見つけて提出。全員での問題検討，発表 ，
整理｡ 研究方法についての意見発表。研究クルー
プの編成。交渉文書の発送。交通の研究調査。用
具準備。
（２）７月７日（日曜） 一父母（主として母）30 名
近く，姉，妹 ，弟，祖母などとーしょに笠置へ行
を共 にした。
（３）事前の整理一研究事項のまとめ，発表内容 ，
形式の工夫と構成。発表練習。
２　発表内容
（１）はじめの挨拶
（２）その日の綴り方朗読
（３）コースの説明
（４）山川について（笠置山の高 布，木津川の流れ）
（５）川について（川の流れ方と土の質，砂と笠置
山のみかげ石 の関係，川 の流れと澄 み方，川の深
さ，川の水温を対話風に）
（６）川の魚 一特に名物 の鮎について（鮎の成長 と
川海の上下 ，産卵，食物，つり方）
（７）舟について（私たちの乗った舟，屋形舟，ボー
ト等のこぎ方 ，舟の進む方向とこぐ人の向き，水
泳との関係，浮くわけ等を対話風に）
（８）汽車の中（奈良駅での乗車の混雑ぶりを劇化，
汽車の乗り方について座談会）
（９）笠置山の石（いろいろな有名な石）
（10）詩・短歌・俳句の発表
(11) 春日奥山と笠置山との比較（気持・暑さ，木
のかげり，植物の比較，高さの比較，道幅，屈曲，
岩石等）
（12）家の建て方（傾斜面 の建て方 の工夫，起り得
る危険）
（13）橋（つり橋，さゝへ方，つり方，つり橋のわ
け，橋の長さ，幅）
(14) 習字（現地で笠置川の水で書いたもの，書き
なほしたものとの比較）
（15）図画
（16）おかあさんの作品（歌・俳句・スケッチ）
（17）質問を受ける（以上50 分間）
これは，「笠置を学習す る」と「笠置で何かを学習
する」の両面を含む。また，学級共同 ，父母との交流
学習で教育効果をあげた。歴史面の学習を欠くのは占
領政策による。
筆者は「近畿新教育実験学校（注13）」の仕事もした。
「新教育10年（注IO）には，下程勇吉が，「編集には桃
山附小の山田義信氏，住吉附小の小谷悟夫氏，奈良女
子大附小の長岡文雄氏が委員となり,1全体は私が責に
任じた」と記す。
Ⅲ　「奈良プランの樹立」
筆者は昭和22年(1947) に１年生を担任（６か年持
ち上がる）するが，この年に社会科が誕生する。文部
省でその学習指導要領の作成主任をした重松鷹泰を奈
良女高師附小主事に迎えた。昭和22年12月であったが，
ここから，重松を中心とする「奈良の教育」が始まる。
重松の勉強は，まず木下竹次の著書の熟読，木下時代
－10 －
からの生き残り教師からの「戦前の状況とその反省」
の聴取にあった。木下の「裁縫学習法」の著書も読破
した。
重松主事は，新生 の社会科を，すぐに現場に実践さ
せようとはしなかった。「奈良 の自由教育」経験主義
教育の伝統を正しく受けとめ，そこから，自己の社会
科創設にかけた教育理念をもって，新しい学校経営を
しようとしたのである。この点から，たとえば，桜田
小学校での社会科試行などとはちがう。
筆者等は，重松主事を中心にして「奈良プラン」の
作成にかかった。「カリキュラム」創刊号（注j5）学校め
ぐり」欄は 厂奈良女高師附小の生活学習」をとりあげ，
初頭部に次のように記すが，当を得ている。
「奈良プラン」は重松主事の新しい計画というよ
りも，地になうている流れは矢張り木下主事以来の
新教育の考え方や型であ■。戦時中の武田主事でも，
当時の批難や黙殺をじっとこらえて，子供を生かし
育てて来ている。　　　　　　　　　　　 ’
重松主事は，文部省にいて社会科の生みの親だっ
たわけだが，奈良の伝統を生かしながらも新しいも
のを出そうとしている。何より目につくのは，①こ
れまで切れ切れに感じられた学習活動が，全体とし
てまとまった統一あるものに計画されてきているこ
と。②各学年に大きな単元が配されて，学習時間は
教科の区分を廃し，しごと，けいこ，なかよしに分
けている。③基礎的な指導等もはっきりした目安を
押え ，そのため精しい能力表が組まれている。
「奈良プラン」作成は，東京高等師範附属小学校，
東京第三師範附属小学校と共に文部省の実験学校に指
定されて行われた。作成の手続きの詳細は，「文部省
教科書局実験学校連盟『生活カリキュラム構成の方法』
六三書院　 昭和24年」に明らかである。
「奈良プラン」は，昭和23年(1948) に樹立し，ま
ず，「子ども赤十字活動」（「なかよし」＜特活＞）
から実践し始め，全面実施は２学期からした。筆者は，
重松主事より，赤十字活動 の主任とさせられた。「カ
リキュラム」14号に掲載された「子ども赤十字の運営一
奈良女高師附属小学校」の稿は，筆者が記したもので
ある。
「奈良プラン」の内容については，『たしかな教育
の方法（往衂）に発表している。また，その性格形成に
ついては『正しいしつけ』に記している通りである。
以下 ，筆者が特に問題として考えた点 ，考えたい点を
簡略に掲げてみることにする。
（1） 「しごと」 は， 厂木下の合科」の直系一 厂しご
と」の生活領域 は，児童の切実な問題解決，全心全霊
を打ち込む共同学習をいう。「木下の合科をまっ直に
受け継ぐもので，新設社会科のあるべき姿であると考
えた一欲ばらずに，徹底して児童の経験の力動的な発
展をねがった。教師の目標のほかに，児童が主体的に
学習をすすめるときの「合言葉」になるような「しご
とのめあて」を想定して計画した。児童の理解・興味・
関心をさぐるのは，教育の基底になるものと受けとめ
て，毎日の実践の中でさぐり続けた。重松主事は児童
研究とともに「『教育』誌を是非読んでおくように」
と筆者等に勧められた。「社会の問題の展望を忘 れる
な」ということであったし，「教科研」の動きを注目
しておけ」ということでもあった。『カリキュラム』
はもちろん読んだし，執筆もした。（重松鷹泰，梅根
悟，長坂端午，海後勝雄 は東京文理科大学第一期生）
〔2〕 厂けいこ」の生活領域を特設したのは「木下の
合科」とのちがい 一 戦前の合科学習は，「すべて
の各種能力を総合学習の中で身につけようとしたが，
これは無理な点 もあった」と，古い教官が反省した。
「しごと」を「真に子どもが打ち込んでするもの」と
するため，この学習で「すべての能力を」ということ
をやめ，「自然に十分伸ばされるもの」 にとどめるよ
うにした。「伸ばされない能力」をはっきり区別し，
これについては，「けいこ」で端的に伸ばすように考
えた。 厂明石プラン」（コア・カリキュ ラム） は。
「中心学習」と関連づけて基礎学習を行おうと努めた
が，「奈良プラン」は，その関連にこだわらなかった。
また，「奈良プラン」はコア・カリキュラムではない」
と述べた。「中心 のない，三鼎立の生活領域による」
からである。
（3） 「各種能力指導系統表」 の作成とその活用 一
全教官で，「各種能力指導系統表」を作成した。教
科の区分にこだわらず，文部省になったつもりで作成
したが，これは大仕事であった。経験を生かした。こ
の仕事は結局 ，評価の研究であり，重松主事も，もっ
と徹底した「児童の思考体制の研究」の課題をもち，
名古屋大学での，上田薫との共同研究に発展させた。
厂各種能力」は，「しごと」 厂なかよし」で も身につ
く。つかない能力は 厂けいこ」でみがくのである。こ
の表に，時々修正はしたが，各教師のなかにゆだねた
格好となって推移した。
（4） 石山惰平の提示した「Ｎ とＦ」 一 石山 は『た
かな教育』書の巻末に，奈良の子どもの生活と「福沢
プラン」の福沢の子どもの地域とかかわる生活のちが
いを研究問題をして提示した。「奈良 は，『社会の子
ども』であり，福沢は『社会の子ども』である」とし，
これをどう考えていくかと問うた。また『カリキュラ
ム』「学校めぐり」（前掲）記者は「一部の現実主義
者たちは，『この学校は，日本の現状を忘れて，余り
－ ｎ －
に楽土的であり ，牧歌的でさえある』と批評する。し
かし，これは考え方で，『困難な現実の課題に取り組
ませて ，たくましい実践力を養おう』という考えと同
時に，『戦争中ひさんな目にあわせた子供たちに，か
れらだけは伸び伸びと楽しく生活させたい』という意
見も成り立つ。この点 ，奈良でも『強い子供』をモッ
トーに掲げているようだから，どのように強いかは，
これからの問題だろう。」と記した。
（5） 同じ学年でも担任によって単元が同じではない
ー この点，「学校めぐり」（前掲） でもとり上 げ
ているが，それぞれの教師の曇哇を十分に発揮できる
ようになっている。
（6） 近代教育の精髄 一 下程勇吉 は，『新教育10
年』で ， 厂かくも平易な言葉で構造的に近代教育の精
髄をつきとめた重松鷹泰及び同人の見識には，深く敬
意を表さざるを得ない。こうした行き方は政治家の出
来そこないのような教育学者などの到底及ぶところで
はない。忠実に教育 の現実そのものをみつめてつかみ
とる眼というものは，教育につながる者の最大の武器
である。それを忘れた教育理論ぐらい悲喜劇的な存在
はないであろう。またここでも思 われることは，教育
の場における伝統のおそろしさ，またそのありがたさ
である。木下さんの『学習原論』は今なお，奈良教育
に生きているのである。」と記す。
（注）
１　奈良女子大附小『わが校50年の教育』自校出版
(1962年）
-
２　木下竹次『学習原論』目黒書店　1923 年（復刊
「世界教育学選集64」明治図書）
３　木下竹次『学習各論』目黒書店　 上巻1926年 ，中
巻1928年 ，下巻1929年（上下２巻本に復刊玉川大学
出版）
４　奈良女高師附小学習研究会機関誌『学習研究』目
黒書店　1922 年創刊
５　長岡文雄「合科教育の開拓」黎明書店　1978 年
６　長岡文雄「学習法の源流一木下竹次の学校経営」
黎明書店　1984 年
７　手塚岸衛の千葉師範附小の教育
８　奈良女高師附小学習研究会「学習研究」第一巻10
月号1922 年
９　長岡文雄『自治会の指導』新教育社　1947 年
10　武田一郎『新教育講話』カホリ書房　1947 年
11　長岡文雄「討議学習『子どもから見た大人の世界』
「京都におけるディスカッション」「私は討議法を
こう育てた」『学習研究』再刊２・３・４号1946年 ，
1947年
12　奈良女高師附国学習研究会『わが校の教育』アサ
ギ書房　1946 年
13　駐留軍のすすめで各府県１・２校設定
14　下程勇吉編「新教育10年」黎明書房　1957 年
15　 コア・カリキュラム連盟編誠文堂新光社　1949 年
１月
16　奈良女高師附小学習研究会『たしかな教育の方法』
秀英出版　1949 年（『社会科教育史資料３』東京法
令に一部抜粋）
12 －
